
 

 
  
                                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆会長あいさつ◆  髙橋 勇雄 会長 
皆さん今日は、本日のお

客様紹介をします。ﾌﾟﾛ野

球独立ﾘｰｸﾞ福島ﾎｰﾌﾟｽ㈱福

島県民球団代表取締役社

長扇屋富幸様ようこそお

出で下さいました。扇屋様

には、後ほどｽﾋﾟｰﾁを頂き

ますので宜しくお願い致します。 

さて、先週の第 44 回創立記念には、福島 RC 様、福島

21RC 様をお招きし開催することが出来ました。輝かし

い伝統と誇りを胸に、更なる充実で次年度の 45 周年、

そして 50 年、100 年と続きます様お祈り致します。そ

の翌日には、福島 RC 様の創立 64 周年記念例会に、会

長・幹事の 2 名で出席して参りました。ｶﾞﾊﾞﾅｰ輩出３

名、子ｸﾗﾌﾞが 10 ｸﾗﾌﾞ、まさに歴史と伝統のｸﾗﾌﾞである

事を実感して参りました。余興には、前回当ｸﾗﾌﾞの例

会でｱｲﾘｯｼｭﾊｰﾌﾟの演奏をされた田沼琴絵さんがここで

は琴の演奏を披露されました。今月行われる麹町合同

家族観桜会に偶然にも、琴の演奏でお呼びしておりま

すので、楽しみにして下さい。 

さて、4 月はﾛｰﾀﾘｰ雑誌月間です。世界中のﾛｰﾀﾘｱﾝにと

って必要不可欠な情報源、そのﾛｰﾀﾘｰ雑誌の、重要性を

認識する特別月間です。現在は、E ﾒｰﾙやｲﾝﾀｰﾈｯﾄが最も

手軽な通信手段となってきましたが、日本には、RI 理

事会が認証した公式地域雑誌「ﾛｰﾀﾘｰの友」が有ります。

そして、ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの会員は、会員身分を保持する限り、

このﾛｰﾀﾘｰ雑誌を購読しなければならない…とｸﾗﾌﾞ定

款 14 条にあります。今月はこのことを十分に理解し、

後ほど紹介されます読みどころを参考にﾛｰﾀﾘｰの友を

じっくりとご覧いただければ幸いです。 

さて本日は、ｽｹｼﾞｭｰﾙが盛りだくさんになっておりま

す。前半は、ﾛｰﾀﾘｰ財団表彰、誕生祝い ﾛｰﾀﾘｰの友読み

どころ、全国ﾛｰﾀｰｱｸﾄ研修会報告、そして次年度幹事ｾﾐ

ﾅｰ報告と続き、食事後の後半は、戦略計画委員会報告、

そしてｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰﾁとして福島ﾎｰﾌﾟｽ代表の扇屋富幸様か

らお話しを頂く事になっております。限られた時間の

中、ｽｹｼﾞｭｰﾙが盛りだくさんとなっておりますので皆様

のご協力を切にお願いし、会長挨拶と致します。有難

うございました。 
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超我の奉仕 

基本方針：ロータリーに輝きを 

 本日のプログラム 
12：30 開会点鐘 

    国歌斉唱 

ロータリーソング（奉仕の理想） 

     四つのテスト 

来訪者紹介と会長挨拶 

ロータリー財団表彰 

誕生祝い 

「ロータリーの友」読みどころ 

第27回全国ローターアクト研修会報告 

次期幹事セミナー報告 

幹事報告 

戦略計画委員会報告 

ゲストスピーチ 

     スマイリングＢＯＸ委員会報告 

 13：30 閉会点鐘 

     

 

 

 本日のソング 『奉仕の理想』 
 
 奉仕の理想に集いし友よ 

御国に捧げん我らの業 
  望むは世界の久遠の平和 
    めぐる歯車いや輝きて 
  永久に栄よ 
    我等のロータリー ロータリー 
 

 

◆ロータリー財団表彰◆ 
金子親房会員 マルチ 1 

渡辺 勇会員 マルチ 4 
 
 
 

◆誕生祝い◆ 
高橋勇雄会長より、４月誕生日の方

に記念品が贈られました。 

Ｓ23.4.02 佐久間 功会員 

Ｓ33.4.20 佐藤 朋也会員  

Ｓ24.4.24 黒羽 好夫会員  

Ｓ50.4.26 赤間 浩一会員 

◆「ロータリーの友」読みどころ◆  
ｸﾗﾌﾞ広報雑誌委員会 国井 元 会員 

元会員 96 歳社会奉仕にまい進中 （林克重会員）佐藤

佶さんの自宅の庭には、9 ﾎｰﾙのﾐﾆﾊﾟﾀｰｺﾞﾙﾌ場がありま

す。当ｸﾗﾌﾞに在籍していた 7年前、地域に貢献をした

いと自宅の畑をつぶし、約 300 坪のﾐﾆﾊﾟﾀｰｺﾞﾙﾌ場を造

り、無料で開放しました。 

佐藤さんは「自分がﾛｰﾀﾘｰに入会し、社会奉仕を学ばな

ければﾐﾆﾊﾟﾀｰｺﾞﾙﾌ場をつくるｱｲﾃﾞｨｱは生まれなかった

と思います。なにより、自分が元気でいられるのもﾐﾆﾊﾟ

ﾀｰｺﾞﾙﾌ場を造り、そこに地域の皆さんが集まり、交流

の場として利用してもらえるからです。自分も健康で、

生きる力を頂いているのです。本当につくってよかっ

た」とおっしゃっていました。 
◆第 27 回全国ﾛｰﾀｰｱｸﾄ研修会報告◆ 

地区ローターアクト 
廣澤 俊樹 委員長 

3年目のﾛｰﾀｰｱｸﾄの全国大会が行わ

れた。 

3代目のｶﾞﾊﾞﾅｰの継続事業である。 

ﾛｰﾀｰｱｸﾄは自前で参加の中、2日間出席したにも関わら

ず、2530 地区のﾛｰﾀﾘｱﾝが 2 日目に参加できなかったの

は残念だった。 

◆ 次期幹事セミナー報告◆ 
次年度幹事 松﨑 弘昭 会員 

親睦を深める最適な機会が週 1回

の例会出席である。 

会長と幹事は、主役と黒子の関係

ではなく、それぞれに役割を担う

真のパートナーとして活動できる

ように、7 月まで準備を進めて参りたいと思いますので、

皆様のご協力を宜しくお願い致します。 

◆ 戦略計画委員会報告◆ 
戦略計画委員会 

野地 利雄 委員長 

｢ﾛｰﾀﾘｰ戦略計画は 

なぜ必要か｣ 

①ｸﾗﾌﾞのｻﾎﾟｰﾄと強化 

②公共ｲﾒｰｼﾞと認知度の向上 

③人道的奉仕の重点化と増加 

◆ ゲストスピーチ◆ 
ﾌﾟﾛ野球独立ﾘｰｸﾞ福島ﾎｰﾌﾟｽ㈱福島県民球団  

代表取締役社長 扇屋 富幸 氏 

野球事業を通して地域を元気

にする 

＝「地域貢献」 

地域における野球振興の最前

線となる 

＝「野球振興」 

地域に人材を送り出す＝「人材育成」 

 

 

 

 

 

 
 

BC ﾘｰｸﾞは地域と地域の子ども達の為にﾘｰｸﾞの根底

を支える「BCL 憲章」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県民球団福島ﾎｰﾌﾟｽの

2015 年度ｽﾛｰｶﾞﾝは「何苦楚魂」

に決定したそうです。 

何事も苦しむことが楚(いしず

え)となるという意味だそうで

す。 

｢福島ﾎｰﾌﾟｽ頑張れ!!｣と会長から

ｴｰﾙを送りました。 

 

※ 地区情報 

4/11 第 2 回職業奉仕ｾﾐﾅｰ(郡山卸町会館) 

4/15 ｿﾌﾄﾌﾞﾛｯｸ贈呈式(東京麹町 RC との共同事業) 

4/19 県北第一分区ｺﾞﾙﾌ大会(民報ｺｰｽ) 

4/25 地区会長幹事会・地区指導者育成ｾﾐﾅｰ 

4/26 地区大会 

来月のプログラム 
4 月 8 日(水) ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰﾁ 

4 月 15 日(水)家族観桜会（東京麹町 RC 合同夜間例会）

4月 22 日(水)東京麹町 RC との協同事業報告 

職業奉仕ｾﾐﾅｰ報告､ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰﾁ 

4 月 29 日(水) 法定休日 


